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　2020年度の上半期は、コロナ禍により自動車メー

カーが減産、それに伴い当社グループも休業を余儀なく

されました。下半期は持ち直しの動きがあったものの、

部品の供給問題などサプライチェーン全体では不安定

な状況となりました。一方で、収益確保に向けた強い

思いの下、改革を進めることができました。2019年から

取り組んでいる、中国市場の新規仕入先開拓や、最適な

図面づくりといったバリューチェーンの抜本的な見直し

も実を結びつつあります。

　2020年度は、コロナ禍の苦しい環境にありながらも、

収益改善施策や財務体質の強化、将来に向けた研究

開発に取り組むことができました。経済情勢は依然と

して不透明ですが、引き続き、体質強化の取り組みを

地道に積み重ねてまいります。

　これまでの自動車産業は、世界経済とともに成長する

ことを前提に、垂直統合型ビジネスモデルで事業を

展開してきました。しかし今、成長と持続可能性の

両方を考えなければならない新たな局面を迎えてい

ます。持続可能な社会の実現に向け、企業に何ができる

のかが問われる時代です。

　では、当社グループはどのような価値を社会に提供

していくのか、そしてその価値は我々の日々の仕事とど

う結びついているのか。その方向性を示したものが、

2021年1月に発表した「VISION2030」です。

　私たちは大手自動車メーカーのサプライヤーとして、

お客様の要望に応える製品を愚直に生産し、信頼と

実績を積み重ねてきたと自負しています。その反面、

B to B to Cの視点を持つこと、その先に存在するエンド

ユーザーを意識した顧客提案を行うことにはまだ課題

があります。「VISION2030」では我々の持つ技術や

製品が自動車メーカーを通して社会に必要とされ、

エンドユーザーから喜ばれ、豊かな社会の構築に貢献

していく、との想いを込め「この手で笑顔の未来を」と

掲げました。

　従業員一人ひとりが手掛ける仕事は小さな作業です。

しかし、部品ひとつの重さが1グラムでも軽くなれば、

自動車の燃費効率が向上し、CO2排出量削減に寄与

することができるのです。全ての従業員が仕事の意義

を実感し、自分の仕事が喜びにつながることを感じら

れる会社でありたい、と思っています。
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編集方針
当社は、ステークホルダーの皆様に当社グループの活動をより深くご理解
いただくため本報告書を作成しています。今後も皆様と当社グループを
つなぐツールとして、報告書を進化させてまいります。

2020年4月～2021年6月　※一部対象期間外の内容も紹介しています。
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1. お客様第一の心で商品を創り
2. 知恵と技術で高品質を実現し
3. 人を大切にする明るい職場を築いて

企業の繁栄と豊かな環境作りで社会に貢献する

経営理念

この手で笑顔の未来を

2020年度は、新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大により、

社会活動や経済活動が大きく制限されるという

これまでにない状況に直面しました。

いまもなお先行き不透明な状況ですが、こうした困難な環境の中、

さまざまな形で当社グループの事業継続にご協力いただいた

関係者の皆様、そして従業員に厚く感謝を申し上げます。

世界の人々に喜ばれるものづくりで
私たちも笑顔になる

トップメッセージ

コロナ禍においても
地道な積み重ねで体質を強化

一人ひとりの仕事が
社会への新たな価値を生む
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殻を破る挑戦で
プロフェッショナルを目指す

　2020年10月、日本政府は2050年までに温室効果

ガスの実質排出ゼロを目指すことを宣言し、自動車

業界も脱炭素に向けて多角的に取り組んでいます。

カーボンニュートラルに関しては、業界としての提言は

必要だと考えますが、まずは一企業として、いまやれる

こと・やるべきことをしっかりとやり切っていく、という

のが我々の認識です。

　当社グループでは、自動車のLCA（ライフサイクル

アセスメント）CO2の観点から、３つのアプローチを

考えています。１つは、ライフサイクルにおいて最も

排出量が多い自動車走行時のCO2削減に貢献すること

です。燃費効率を高める「製品の小型化・軽量化」は

我々の得意とするところであり、今後さらに進化させる

ことが使命であると考えます。２つめは、製造過程に

おけるCO2排出量の把握と削減です。現有設備から

環境に配慮した最新設備への切り替えは製造コストを

考慮して進める必要があるため、タイミングやバランス

を見極めながら、着実に進めます。3つめは、自社技術

の応用、拡張による自家発電の実現です。当社が開発

した水素供給技術の応用などにより必要な電力を

自社発電できれば、効率よくエネルギーを使うことが

できるのでは、と考えています。

　カーボンニュートラルの実現に向け、新たな技術

開発やサプライチェーンへの働きかけを進めながら、

積極的に施策を実行していく考えです。

　カーボンニュートラルの達成手段のひとつとして

電動化は避けて通れません。電動車の中でも電気自

動車（BEV）に注目が集まっていますが、私は、地域

ごとの事情に合わせて、BEVを含むさまざまな動力

源の組み合わせが現実解であると認識しています。

2025年頃が電動化の道筋を方向づけるターニング

ポイントになると考えており、それまでに電動化対応

の新製品を市場投入し、さらに状況を見極めた上で

2030年、2035年に向けて品揃えを拡張していくという

計画です。

　もともと、私が技術担当副社長として就任した2017年

当時は、電気電子系の取り組みがまだ本格的ではありま

せんでした。しかし、CASEなどの新たな潮流が生まれる

中、電動化への対応は必要不可欠だと考え、電気電子系

の技術習得を目的に、エンジンと電動モーターで動く

ハイブリッドシステムを持つドローンの開発を題材と

して与えました。エンジン、発電機、インバーター、バッ

テリー、コントローラーなどの設計からシステム構築

まで行い、試行錯誤を続けましたが、2021年11月には

試験飛行を無事に終え、一定の成果を得ることができ

ました。新たに得られた技術を電動化対応製品の開発に

活かし、まずはひとつ、実績を作りたいと考えています。

　また、水素も脱炭素への有効な選択肢の一つと考え

ています。今後商用車やバス、トラックなどに水素が

普及・拡大していくとみており、保有技術である水素

供給システムを応用しながら、自動車メーカーに提案

していきたいと考えています。

　保有技術の戦略的活用や技術の組み合わせによる

システム提案を進め、お客様、ひいては持続可能な

社会の発展に寄与していくことが、当社グループの

成長につながると確信しています。

　これまでにない挑戦に対峙する当社グループにとって

人材育成は特に重要です。電動化に対応できる技術者

を外部から積極的に採用するとともに、内部においては

ベンダーとも協働し教育機会を設けるなど、必要な

知識や技術習得をサポートしています。

ハイブリッドドローン試験機

トップメッセージ

３つのアプローチで
カーボンニュートラルに貢献

脱炭素、電動化への挑戦

「愛される会社」になるために

　私は、従業員に“これについては誰にも負けない”

という精神で自分の仕事に誇りを持ち、さまざまな

経験を経て、高い志を持ったプロフェッショナルに

なってほしいと思っています。そのためには“自分の殻を

破る挑戦”も欠かせません。私が大切にしている「夢へ

の挑戦、いま勇躍せよ」という言葉には、日々の仕事を

こなすだけでなく、新しいことを考え、その実現に挑ん

でほしいとの想いを込めています。

　従業員一人ひとりの挑戦を後押しするためには、

しっかりとしたキャリアプランの構築が必要だと考えて

います。これまでは社内の人材流動性が低く、配属後の

異動機会が限られていました。しかし、それでは視野が

狭くなり、新たな経験値を得ることも少なくなって

しまいます。人は役割や立場が変わると見える世界も

変わり、多くの成長の機会を経験することができます。

ですから現在は意識的に人事異動を活性化させて

います。

　大きく会社を変えていこうという状況において、

経営の透明性とコンプライアンスは会社の存続・成長

を支える重要な要素です。取締役会については、多様な

経験を持つ人材を社外取締役に登用し、多面的かつ

客観的な意見を積極的に発信いただいており、活発な

議論のもと、迅速な意思決定と透明性ある経営を行って

います。

　また、昨今産業界において多くの不正行為が明るみに

でていますが、最初から不正をしたくてしたということ

はまずありません。納期に追われるあまり規程外の

行為が慢性化したわけで、不適切なプロセスを続けて

しまう背景には企業風土が大きく影響していると考え

ています。健全な経営を支え、不正を未然に防ぐため

にも、風通しのよい職場づくりに引き続き注力してま

いります。

　最後に、ひとりの経営者として私の想いをお伝え

させていただきます。

　我々は今、大きなターニングポイントとなる時代を

生きていると感じています。2030年にむけて「この

手で笑顔の未来を」というキーメッセージを掲げた

通り、次の時代を生きる人々によりよい世界を渡して

いくことが我々の使命だと思います。

　ひとりにできることには限界がありますが、愛三

グループが総力をあげて笑顔あふれる社会の実現に

貢献し、多くの人々から「愛される会社」になることが

私の目指すところであり、そのための努力を惜しまない

所存です。

透明性ある経営と
風通しの良い企業風土で基盤強化
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